
【 会 議 録 】（概要） 

 日時:令和８年(2026 年)７月３０日（木）午後２時００分～３時００分 

会議名 
令和８年度第１回越谷市社会福祉審議会 

地域福祉専門分科会 
場所 

越谷市役所エントランス棟３階 

会議室３－１ 

件名/議題 

１ 開会 

２ 議題 

（１）第３次越谷市地域福祉計画の進捗状況について 

（２）敬老関連事業の見直しについて 

３ その他 

４ 閉会 

会議資料 

(■有 □無) 

出席者 

出席委員(１４名) 

高島分科会長、松本委員、髙野委員、黒田委員、中村委員、幸田委員、

桑原委員、鈴木委員、会田委員、髙橋委員、田村委員、駒﨑委員、 

谷塚委員、飛田委員 

欠席委員(４名) 

 大島副分科会長、永福委員、横井委員、渡辺委員 

事 務 局(６名) 

會田高齢介護部長、宮城高齢介護部副部長(兼)高齢福祉課長、 

高齢福祉課：中村副課長、髙土主幹、岡本主任、大森主事 

傍 聴 人 

 なし 

内 容 別紙 会議録（要旨）のとおり 

【合意・決定事項等】 

議題（１）～（２） 

 ・会議での意見を踏まえ事務を進めることとなった。 

その他 

 ・次回会議は未定の旨説明を行った。 

  



１ 

会議録（要旨）  

 

１ 開  会（午後２時００分） 

・ 越 谷 市 社 会 福 祉 審 議 会 条 例 第 ６ 条 第 ３ 項 の規 定 により、委 員 総 数 １ ８ 名 のうち１ ４ 名 が 

 出 席 しているため、会 議 が成 立 する旨 を報 告 。 

 

２ 議  題  

・ 議 事 は、同 条 例 第 ６ 条 第 ２ 項 の規 定 により、高 島 分 科 会 長 が議 長 となり進 行 。 

・ はじめに、同 条 例 施 行 規 則 第 ５ 条 の規 定 により、原 則 公 開 の旨 を説 明 し、傍 聴 人 の有 無 を 

 確 認 。傍 聴 人 なしのため、そのまま議 事 を進 める。 

 

議題（１）第３次越谷市地域福祉計画の進捗状況について  

 資 料 １ に基 づき、事 務 局 から説 明 を行 った後 、質 疑 応 答 を行 う。 

 

《質疑・意見》 

【委員】 

資 料 1 の 10 ページ上 段 「 老 人 福 祉 センターの利 用 者 数 」 について、4 館 のうちけやき荘 に限

って利 用 者 数 が減 少 している。その理 由 として、交 通 利 便 性 の問 題 があると思 われる。同 館 まで

の路 線 バスは本 数 が少 なく、高 齢 の利 用 者 が運 転 免 許 を返 納 している中 で、自 転 車 での来 館

も危 険 を伴 う。 

 交 通 網 の改 善 が進 まない場 合 、けやき荘 利 用 者 の減 少 傾 向 が継 続 する可 能 性 がある。 

【事務局】 

けやき荘 については、令 和 5年 度 をピークに利 用 者 が減 少 傾 向 にある。減 少 の要 因 として公

共 交 通 の課 題 もあると捉 えているが、健 康 講 座 などを実 施 して利 用 者 が増 加 した他 館 の事 例 も

ある。公 共 交 通 の対 策 に加 え、ソフト面 も含 めて新 規 利 用 者 が来 館 しやすくなるような工 夫 の検

討 が必 要 と考 えている。今 後 も動 向 を注 視 し、効 果 的 な取 組 みについて検 討 していく。 

 

【委員】 

資 料 1 の 10 ページ下 段 「 地 域 コミュニティ活 動 の新 規 ・ 拡 充 事 業 数 」 について、コロナ禍 明

け以 降 に従 来 の事 業 が再 開 した影 響 のほか、以 前 は「 まちづくり助 成 金 」 において新 規 ・ 拡 充 事

業 に対 して重 点 的 に予 算 が配 分 されていたが、近 年 はそのような傾 斜 配 分 が行 われなくなったこ

とも、新 規 ・ 拡 充 事 業 が低 調 である要 因 と思 われる。 

【事務局】 

新 規 ・ 拡 充 事 業 に対 する優 先 的 な予 算 配 分 が行 われなくなった経 緯 については、事 業 所 管

課 から聞 いている。動 機 付 け（ インセンティブ） がない状 況 では、新 規 ・ 拡 充 事 業 への取 組 みが進

みにくいため、いただいたご意 見 を所 管 課 と共 有 し、今 後 の事 業 のあり方 について検 討 していく。 

 

  



２ 

【委員】 

資 料 1 の 14 ページ下 段 「 民 生 委 員 の相 談 支 援 件 数 」 について、民 生 委 員 のなり手 不 足 は

深 刻 な問 題 である。現 在 、委 員 の多 くが高 齢 者 であり、高 齢 の委 員 だけで地 域 の現 状 をきめ細

かく把 握 することは困 難 である。そのため、60 代 から 70 代 の比 較 的 若 い世 代 に委 員 を務 めて

もらうことが望 ましい。 

現 状 、そのように世 代 交 代 が進 まない理 由 として、自 治 会 が固 定 的 な方 法 で委 員 を選 考 ・ 推

薦 していることが挙 げられる。現 状 の推 薦 方 法 では若 手 の参 画 意 欲 を削 ぎ、地 域 活 動 における

創 造 性 が失 われてしまう懸 念 がある。地 域 における将 来 のリーダー（ オピニオンリーダー） を育 成

していく観 点 からも、一 部 の自 治 会 の選 考 プロセスには課 題 があるように見 受 けられる。 

【委員】 

自 治 会 によっては、特 定 の分 野 にとどまらず幅 広 い分 野 から人 材 を推 薦 するなど、担 い手 の

確 保 や人 材 育 成 に工 夫 を凝 らして努 めている事 例 もある。 

【事務局】 

自 治 会 や若 い世 代 の力 を市 の施 策 に反 映 させる仕 組 みづくりについては、重 要 な課 題 として

捉 えている。先 進 的 な地 区 の取 組 み事 例 を参 考 にしながら、それらを市 全 域 へ展 開 できるよう、

行 政 として支 援 を継 続 していく。 

 

【委員】 

資 料 1 の 16 ページ上 段 「 地 域 包 括 支 援 センターを知 っている人 の割 合 」 について、地 域 包

括 支 援 センターは支 え合 い会 議 に出 席 し、戸 別 訪 問 も行 っているが、突 然 の訪 問 に対 しては拒

絶 されるケースが多 い。そのため、センターの認 知 度 向 上 を兼 ねて、ポスティング（ チラシ等 の戸

別 投 函 ） 活 動 をより強 化 していただきたい。 

【事務局】 

地 域 包 括 支 援 センターは「 困 りごとが生 じた際 の相 談 先 」 であるため、具 体 的 な課 題 に直 面 し

ていない層 には「 事 前 に存 在 を認 識 しておく」 という意 識 が生 じにくいことが、目 標 値 に達 してい

ない要 因 の一 つと考 えられる。既 存 の周 知 手 法 に加 え、効 果 的 な広 報 手 段 について事 業 所 管

課 と協 議 し、今 後 の情 報 発 信 のあり方 を検 討 していく。 

 

【委員】 

資 料 1 の 21 ページ「 庁 内 連 携 会 議 の設 置 ・ 運 用 」 について、現 状 の会 議 の開 催 実 績 （ 回

数 ） は適 切 であると評 価 しているか。また、今 後 開 催 頻 度 を増 やす計 画 はあるか。 

【事務局】 

 当 該 会 議 は関 係 部 局 間 の連 携 ・ 調 整 を図 る実 務 的 な会 議 であり、必 要 に応 じ、都 度 開 催 して

いる。そのため、調 整 すべき個 別 課 題 （ 議 題 ） の増 加 に伴 い、自 ずと開 催 回 数 も増 加 することと

なる。 

 

【委員】 

資 料 1 の 22 ページ上 段 「 自 主 防 災 組 織 のカバー率 」 に関 連 して、備 蓄 期 限 が切 れた保 存

食 （ 非 常 食 ） の取 扱 いはどのようになっているか。 

【事務局】 

各 地 区 の自 主 防 災 組 織 で備 蓄 している保 存 食 については、賞 味 期 限 ・ 消 費 期 限 を迎 える前

に計 画 的 に更 新 を行 い、旧 資 材 は防 災 訓 練 時 の配 給 や啓 発 活 動 などで有 効 活 用 していると伺

っている。なお、これらの更 新 費 用 に対 しては、市 から助 成 金 を交 付 して支 援 している。 

 

 

 

  



３ 

議題（２）敬老関連事業の見直しについて 

 資 料 ２ に基 づき、事 務 局 から説 明 を行 った後 、質 疑 応 答 を行 う。 

 

《質疑・意見》 

【委員】 

  高 齢 になると、通 常 のタクシーではなく介 護 タクシーを使 用 する機 会 が増 え、高 額 な利 用 料 を

支 払 う必 要 が生 じる。介 護 タクシーへの補 助 についても検 討 いただきたい。 

【事務局】 

  越 谷 げんき de MaaSでは、タクシーの利 用 に際 し１ 回 あたり５ ０ ０ 円 の補 助 を行 っている。

介 護 タクシーの利 用 料 は利 用 者 にとって大 きな負 担 であるため、関 係 各 課 と連 携 を取 りながら

施 策 を進 めていく。 

  

【委員】 

 自 身 の入 院 経 験 や様 々な福 祉 サービスを利 用 した実 感 からも、真 に支 援 が必 要 な対 象 へ財

源 を重 点 的 に配 分 することが、結 果 として高 齢 者 の安 心 につながるものと考 える。そのため、今

回 の事 業 見 直 しの方 向 性 には賛 成 する。 

 

【委員】 

  自 治 会 が独 自 に行 っている敬 老 記 念 品 の配 布 や敬 老 行 事 の実 施 状 況 について、市 は全 体

像 を把 握 しているか。 

【事務局】 

 各 自 治 会 独 自 の取 組 みについては、全 容 の把 握 には至 っていない。自 治 体 （ 町 内 会 ・ 自 治

会 ） 単 位 で開 催 される敬 老 会 への補 助 金 交 付 などに関 して、これまでにも様 々なご要 望 やご意

見 をいただいている。限 られた財 源 の有 効 活 用 という観 点 も踏 まえつつ、今 後 の支 援 のあり方 を

慎 重 に検 討 していく。 

 

３ そ の 他 

  事 務 局 から以 下 の事 務 連 絡 を行 った。 

・ 次 回 について、開 催 は未 定 （ 開 催 の場 合 、１ か月 前 を目 途 に通 知 ） 。 

   

４ 閉  会（午後３時００分） 

 


